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特
集
　
敗
戦
74
年
、「
加
害
」と「
被
害
」を
考
え
る
た
め
に

た
ち
は
一
条
の
希
望
の
光
を
見
た
よ
う
だ
っ
た
。

加
害
の
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
い
か
に
難
し
い

か
。
こ
の
出
来
事
は
わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
す
日
本

社
会
の
縮
図
と
も
言
え
る
。

今
回
、
わ
た
し
た
ち
は
、
平
形
千
惠
子
さ
ん
た

ち
に
お
世
話
に
な
り
、9
月
8
日（
日
）の
午
前
中
、

高
津
観
音
寺
で
朗
読
劇
『
骨
は
叫
ぶ
・
96
年
目
の

記
憶
』を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く（
別
記
参
照
）。
詩
、

絵
、
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
会
話
な
ど
、
い
ろ
ん

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
場
面
も
登
場
す
る
予
定
だ
。
ご

縁
を
大
事
に
し
、
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の
に
し
た

い
と
み
な
意
気
込
ん
で
い
る
。

（
な
が
た
・
こ
う
ぞ
う
／
武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授
）

去
る
3
月
16
日
、《
東
京
大
空
襲
74
周
年
朝
鮮
人

犠
牲
者
追
悼
会
》
が
、
東
京
朝
鮮
人
強
制
連
行
真

相
調
査
団
（
以
下
調
査
団
）
の
主
催
で
行
な
わ
れ
た
。

２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
追
悼
会
は
、
今

年
で
や
っ
と
13
回
目
に
な
る
。

そ
れ
以
前
、
東
京
大
空
襲
朝
鮮
人
犠
牲
者
問
題

は
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
歴
史
の
闇
に

埋
も
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

ご
承
知
の
通
り
、
東
京
大
空
襲
と
は
、
１
９
４
５

年
3
月
10
日
未
明
、
マ
リ
ア
ナ
基
地
群
か
ら
発
進

し
た
ア
メ
リ
カ
軍
３
２
５
機
が
焼
夷
弾
１
６
６
５

ト
ン
を
東
京
の
下
町
地
域
に
投
下
し
、
僅
か
2
時

間
半
で
10
万
人
以
上
の
罪
の
な
い
命
を
奪
い
、
負

傷
者
約
40
万
人
、
焼
失
家
屋
約
26
万
８
０
０
０
戸
、

被
災
者
は
１
０
０
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
大
惨
事

で
、
瞬
間
的
大
虐
殺
と
し
て
人
類
史
上
、
世
界
に

例
を
み
な
い
傷
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
戦
略
ア
ナ
リ
ス
ト
元
顧
問

と
し
て
核
兵
器
指
揮
統
制
分
野
を
担
当
し
た
ダ
ニ

エ
ル
・
エ
ル
ス
バ
ー
グ
は
、「
ア
メ
リ
カ
が
一
日
の

う
ち
に
実
行
し
た
大
虐
殺
で
歴
史
上
一
番
目
は
東

京
大
空
襲
、
二
番
目
は
広
島
、
三
番
目
は
長
崎
で

東
京
大
空
襲
74
年

朝
鮮
人
犠
牲
者
は
、
な
ぜ
、
そ
こ
に
、
い
た
の
か

梁
大
隆

あ
る
。」（『
世
界
』
２
０
１
０
年
1
月
号
49
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。

民
間
人
を
含
む
無
差
別
虐
殺
と
し
て
の
こ
の
傷
ま

し
い
戦
争
の
大
惨
事
は
、
体
験
者
な
ど
に
よ
り
語
り

継
が
れ
、
現
在
も
な
お
、
諸
問
題
を
抱
え
る
中
、
そ

の
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
は
た
し
て
、
約
10
万
人
の
犠
牲
者
は

そ
の
す
べ
て
が
日
本
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
大
惨
事
は
、
２
０
０
０
年
代
中
盤
ま
で
、

60
余
年
の
長
い
間
、
朝
鮮
人
と
は
無
縁
の
も
の
と

思
わ
れ
、
ほ
ど
な
く
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
問
題
は

風
化
し
歴
史
の
闇
に
永
遠
に
埋
も
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。

調
査
団
は
、
去
る
２
０
０
５
年
よ
り
、
こ
の
問

題
に
本
格
的
に
着
手
し
、
長
い
歴
史
の
壁
と
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
様
々
な
貴
重
な
研
究
と
実

績
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
下
に
お
い
て
、
多
く

の
朝
鮮
人
は
生
活
苦
等
に
よ
り
、
渡
日
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
第
2
次
大
戦
末
期
、
特
に
は
国
家
総
動

員
法
（
１
９
３
８
年
4
月
）
以
降
、
極
度
の
労
働
力
不

足
に
陥
っ
た
日
本
は
、
朝
鮮
国
内
か
ら
多
く
の
青

「関東大震災96年　慰霊祭・学習会」
9月8日（日）　会場　高津観音寺
（千葉県八千代市高津1347　最寄り駅は　
京成本線八千代台　047-450-2753）

第1部　学習会　本堂にて
10時30分～11時　慰霊の歩み
11時～11時45分　
　朗読劇『骨は叫ぶ・96年前の記憶』
（武蔵大学社会学部永田ゼミ3年生による）
11時45分～12時　質疑

第2部　慰霊祭　境内にて　13時～14時
第3部　フィールドワーク（巡回）　14時30分
なお、京成本線の大和田駅下車の「大和田シー
ド」では、9月7日～10日、特別展を開催
お問い合わせ
　平形千惠子　047-438-1757
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年
達
を
〝
募
集
〞、

〝
斡
旋
〞、〝
徴
用（
徴

兵
）〞の
名
の
も
と
、

連
行
し
彼
ら
を
そ

の
穴
埋
め
の
労
働

力
と
し
て
利
用
し

た
。連

行
さ
れ
た
朝

鮮
人
は
主
に
軍
需

工
場
で
働
か
さ
れ
、

渡
日
し
た
朝
鮮
人

も
多
く
は
下
町
で

部
落
を
形
成
し
生

活
し
て
い
た
。

「
朝
鮮
銀
行

京
城
総
裁
調
査
課
」
が
発
行
し
た
《
内
支
那
に

在
住
し
た
半
島
人
の
活
動
状
況
に
関
す
る
調
査
》

（
１
９
４
２
年
）
は
、
前
年
末
時
点
に
お
い
て
、
概
略

的
な
数
字
と
し
て
、
本
所
・
深
川
2
万
名
、
荒
川
・

城
東
3
万
名
と
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
東
京
の
下
町
一
帯
に
は
、
芝
浦
、
砂
町
、

深
川
、
豊
洲
、
船
堀
、
石
川
等
い
く
つ
も
の
軍
需

工
場
や
そ
の
宿
舎
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
数
多

く
の
朝
鮮
人
が
い
た
。

又
、
国
立
公
文
書
館
が
所
収
す
る
「
昭
和
20
年

諸
達
書
類
編
冊
（
左
翼
内
鮮
）
特
別
高
等
課
」
の
「
内

地
在
住
朝
鮮
人
戦
災
者
（
１
９
４
５
年
9
月
25
日
）」

に
よ
れ
ば
、「
東
京
在
住
朝
鮮
人
9
万
７
６
３
２
人

中
、
戦
災
者
は
4
万
１
３
０
０
人
（
42
・
3
％
）
で

あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
「
帝
都
防
空
本
部
情
報
１
４
７
号
」
に

よ
れ
ば
、「
米
軍
は
軍
関
連
企
業
、
軍
需
工
場
を
集

中
的
に
狙
っ
た
。
軍
関
連
の
企
業
や
工
場
は
本
所

区
（
現
墨
田
区
）
と
深
川
区
・
城
東
区
（
現
江
東
区
）

に
集
中
し
て
い
た
。
最
も
被
害
が
多
か
っ
た
こ
の

地
域
だ
け
で
、全
死
傷
者
の
8
割
が
出
た
」と
あ
る
。

連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
が
主
に
軍
需
工
場
で
部
落

を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
東
京
大

空
襲
で
の
朝
鮮
人
被
害
は
日
本
人
よ
り
高
率
と
見

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
を
勘
案
し
総
合
的
に
分
析
し
た
結

果
、
東
京
大
空
襲
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
死
者
は
、

少
な
く
と
も
1
万
人
（
10
万
余
名
の
犠
牲
者
中
10
％
）

を
軽
く
越
す
と
見
ら
れ
る
と
推
定
さ
れ
、
現
在
で

は
、
東
京
大
空
襲
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
等
、
日
本

の
学
界
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
こ
の
見
解
で
あ
る
。

し
か
し
、
東
京
大
空
襲
に
よ
る
朝
鮮
人
犠
牲
者

の
存
在
や
、
彼
ら
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
、

息
途
絶
え
た
か
、
そ
し
て
、
彼
ら
の
遺
骨
は
今
ど

の
よ
う
に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
遺
族

達
は
、
こ
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
等
に

つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

調
査
団
が
こ
の
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
た
朝
鮮
人

犠
牲
者
問
題
を
調
べ
始
め
た
契
機
は
２
０
０
５
年

10
月
の
あ
る
偶
然
の
出
来
事
に
端
を
発
す
る
。

東
京
か
ら
南
に
２
８
７
㎞
離
れ
た
八
丈
島
の
、

朝
鮮
人
強
制
連
行
実
態
を
調
査
し
た
調
査
団
は
偶

然
、
あ
る
朝
日
新
聞
記
者
か
ら
東
京
大
空
襲
時
死

亡
し
た
朝
鮮
人
3
名
の
名
前
が
記
さ
れ
た
メ
モ
を

入
手
し
た
。

死
亡
者
の
名
前
が
あ
る
の
で
、
彼
ら
の
名
簿
も

あ
る
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
調
査
団
は
、

国
立
中
央
図
書
館
等
、
日
本
の
有
名
図
書
館
を
調

べ
た
。

そ
し
て
、
調
査
団
は
つ
い
に
、
東
京
千
代
田
の
日

本
教
育
会
館
図
書
館
に
て
、
１
９
７
４
年
3
月
美

濃
部
亮
吉
知
事
時
代
に
作
成
し
た
《
戦
後
30
年
東

京
都
慰
霊
堂
に
眠
る
戦
災
死
者
》
名
簿
を
見
つ
け

た
。調

査
団
は
こ
の
名
簿
の
中
か
ら
、
創
氏
改
名
は

さ
れ
て
い
て
も
、
朝
鮮
人
の
名
前
と
し
か
見
ら
れ

な
い
名
前
50
個
を
探
し
た
。

そ
ん
な
中
、
本
国
に
お
い
て
も
、
犠
牲
者
と
そ

の
遺
族
が
確
認
さ
れ
た
。

調
査
団
は
２
０
０
９
年
2
月
、
南
の
「
日
帝
強

占
下
強
制
動
員
被
害
真
相
糾
明
委
員
会
」
の
協
力

に
よ
っ
て
、
犠
牲
者
、
故
黄フ

ァ
ン

洙ス

達ダ
ル

さ
ん
（
死
亡
当
時

24
歳
）
の
息
子
さ
ん
で
あ
る
黄フ

ァ
ン

秉ビ
ョ
ン

煥フ
ァ
ン

さ
ん
と
、
故
金キ

ム

鳳ボ
ン

石ソ
ク

さ
ん
（
死
亡
当
時
32
歳
）
の
娘
金キ

ム

琴ク
ン

蘭ラ
ン

さ
ん
を

東
京
に
招
待
し
、
追
悼
会
を
開
催
し
た
。

北
で
は
２
０
０
９
年
8
月
、「
朝
鮮
・
日
本
軍
性
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特
集
　
敗
戦
74
年
、「
加
害
」と「
被
害
」を
考
え
る
た
め
に

奴
隷
及
強
制
連
行
被
害
者
問
題
対
策
委
員
会
」
を

通
じ
、
平
安
北
道
江
界
郡
出
身
の
、
故
宋ソ

ン

正ジ
ョ
ン

浩ホ

（
１
９
３
０
〜
２
０
０
９
）
さ
ん
の
証
言
を
も
ら
え
た
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
と
２
０
１
９
年
の
追
悼
会

で
は
、
体
験
者
、
犠
牲
者
の
ご
遺
族
の
在
日
朝
鮮

人
の
方
か
ら
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
の
追
悼
会
で
発
言
し
た
罹
災
当
時
10
歳

だ
っ
た
金キ

ム

栄ヨ
ン

春チ
ュ
ン

さ
ん
（
葛
飾
区
、
83
歳
）
は
、
東
京
大

空
襲
で
２
人
の
妹
を
亡
く
し
た
話
を
し
、
重
要
な

事
は
、
な
ぜ
そ
こ
に
朝
鮮
人
が
い
た
の
か
を
は
っ

き
り
と
記
す
事
だ
と
指
摘
、「
空
襲
被
害
者
に
は
何

の
救
済
も
な
く
、
補
償
も
い
ま
だ
に
成
立
し
て
い

な
い
。
行
政
責
任
者
は
、
こ
の
集
会
へ
の
追
悼
の

意
さ
え
も
表
し
て
い
な
い
。
私
の
『
恨ハ

ン

』
は
未
だ

消
え
て
い
な
い
」
と
語
っ
た
。

朝
鮮
人
が
、
日
本
の
植
民
地
政
策
に
よ
り
、
異

国
の
地
で
、
ア
メ
リ
カ
の
空
爆
の
犠
牲
に
な
っ
た
事

実
、
そ
し
て
、
長
い
歳
月
を
乗
り
越
え
、
そ
の
事

実
を
掘
り
起
こ
す
事
、そ
れ
は
、と
り
も
な
お
さ
ず
、

〝
未
完
成
〞、〝
未
清
算
〞
の
日
本
の
過
去
に
直
結
し
、

忌
ま
わ
し
い
歴
史
を
清
算
す
る
事
に
繋
が
る
。

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
過
去
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
存
在
し
た
人
と
一
体
に
な
り
、
空
間
を
共

有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
て
こ
そ
、
そ
の
時
々
に
犠
牲
に
な
っ
た
人

た
ち
の
思
い
を
一
つ
に
出
来
る
こ
と
だ
と
思
う
。

「
遺
骨
は
生
き
て
い
る
」
…
…
。

そ
し
て
、
遺
骨
は
知
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
異
国
の

地
で
、希
望
あ
る
朝
鮮
の
青
年
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ

た
の
か
を
。

日
本
政
府
は
そ
の
責
任
か
ら
逃
れ
る
事
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
。

（
リ
ャ
ン
・
デ
リ
ュ
ン
／
東
京
朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団

事
務
局
長
）

「
植
民
地
歴
史
博
物
館
」
と
日
本
を
つ
な
ぐ
会

―
３
年
半
余
の
活
動
を
踏
ま
え
新
し
い
「
会
」
へ

矢
野
秀
喜

１　
つ
な
ぐ
会
の
３
年
半
の
活
動
と 

 

そ
の
到
達
点

私
た
ち
は
、「『
植
民
地
歴
史
博
物
館
』
と
日
本

を
つ
な
ぐ
会
」（
以
下
、
つ
な
ぐ
会
）
を
２
０
１
５
年

11
月
に
結
成
し
ま
し
た
。

主
要
な
活
動
目
標
と
し
て
３
点
を
掲
げ
ま
し
た

―
①
博
物
館
建
設
賛
同
金
の
募
金
、
②
資
料
の
寄

贈
・
寄
託
の
呼
び
か
け
、
③
植
民
地
歴
史
博
物
館

と
日
本
の
平
和
博
物
館
・
資
料
館
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
。

以
来
、
３
年
半
余
。
そ
の
活
動
の
結
果
と
し

て
、
第
1
に
、
８
０
５
人
、
12
団
体
か
ら
総
額

１
０
４
４
万
７
千
円
の
建
設
賛
同
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
当
初
の
目
標
金
額
５
０
０
万
円

の
２
倍
で
す
。
第
2
に
、靖
国
神
社
関
連
の
資
料
、

日
清
戦
争
を
描
い
た
錦
絵
、
皇
太
子
時
代
の
大
正

天
皇
訪
韓
時
の
写
真
な
ど
植
民
地
支
配
に
関
わ
る

貴
重
な
資
料
や
、
植
民
地
支
配
清
算
を
め
ざ
す
運

動
の
資
料
な
ど
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
第
3
に
、
い
く
つ
か
の
平
和
博
物
館
・
資
料

館
、
日
本
の
植
民
地
主
義
清
算
を
め
ざ
す
市
民
運

動
、
大
学
ゼ
ミ
な
ど
と
植
民
地
歴
史
博
物
館
と
の

連
携
、
む
す
び
つ
き
が
進
展
し
ま
し
た
。
つ
な
ぐ

会
は
植
民
地
歴
史
博
物
館
建
設
に
少
な
か
ら
ず
寄

与
し
た
と
言
え
ま
す
。

つ
な
ぐ
会
は
、
上
記
の
よ
う
に
所
期
の
目
標
は

ほ
ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
つ
な
ぐ
会
の
役
割
は
終
了
し
た
と
総
括
し
、

解
散
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２　
植
民
地
歴
史
博
物
館
開
館
後
の
状
況

昨
年
８
月
29
日
に
博
物
館
は
開
館
。
開
館
式
に

は
、
韓
日
市
民
約
４
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

文ム
ン

在ジ
ェ

寅イ
ン

大
統
領
も
祝
辞
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
植
民
地
歴
史
博
物
館
開
館
お
め
で
と
う
ご
ざ
い


